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「電話リレーサービス」について 

 

 

令和２年１２月１日に「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法

律」が施行され、本日７月１日より「電話リレーサービス」が公共インフラと

して開始されました。当金庫におきましても同サービスによる対応を開始しま

したのでご案内いたします。 

 

 

記 

 

 

１．開始日 令和３年７月１日（木）より 

２．「電話リレーサービス」概要 

  聴覚や発話に困難がある方が電話による意思疎通を行いたい場合に、一般

財団法人 日本財団電話リレーサービスのオペレータが手話・文字と音声と

を通訳することにより、聴覚障害者の方と当金庫を双方向でつなぐサービ

スです。 

 

詳しくは、下記をご参照ください。 

○ 総務省「電話リレーサービス」パンフレット 

○「電話リレーサービス」の流れ 

 

 

以上 

 







電話リレーサービスの流れ

②最初にオペレータへ
接続され、オペレータ
から「発信先を呼出し
中」のアナウンス

③聴覚障害者等の方が着信
に応答することで、通話が
開始されます。

①Aさんの電話番号
（050番号）を入力し、発信

お電話ありがとうございます。電話リ
レーサービスです。耳のきこえない方
などへ手話通訳または文字通訳を通し
てお電話します。双方のお話を全て通
訳いたします。お繋ぎしますので少々
お待ちください。

③オペレータから「電話リレー
サービスを利用した聴覚や発話に
困難のある方からの着信」のアナ
ウンス

こちらは電話リレーサービスです。耳のきこえない
などからの電話を通訳しております。双方のお話を
すべて通訳致します。よろしくお願いします。

①Aさん（聴覚障害者等の
方）から発信

Aさん（聴覚障害者等）の
電話番号「050」番号が表示

④通訳オペレータを介した双方向やりとりが開始

④通訳オペレータを介した双方向やりとりが開始

利用者（聴覚障害者等）には個別に050から始まる電話番号が割り当てられており着信時、この「050番号」が表示されます。
折り返し、この「050番号」に発信すれば、オペレータを介して利用者（聴覚障害者等）と通話できます。
（※フリーダイヤル宛てには単一の「0800」番号が表示されます）

通訳オペレータは、通話内容をそのまま通訳します。要約や交渉などはしません。
通話の主体は、利用者（聴覚障害者等）と通話の相手方（金融機関等の担当者）のきこえる人です。

②着信を確認し
たら電話に応答

きこえる人の発信の例

きこえる人の着信の例
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